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Theoretical study on a plastic phase of ice 
（氷のプラスチック相の理論研究） 








ク氷と氷 VII の構造・ネットワークやダイナミクスを比較し，それらの間の相転移挙動を詳細に調べた。 
氷 VII を構成する水分子は，自身を中心とする四面体頂点方向にある四つの水分子と水素結合する。我々
はプラスチック氷の極小ポテンシャルエネルギー構造を，同体積の氷 VII と比較した。その結果，プラス



























れた自由エネルギー関数を Landau 現象論と照合した。以上の解析から，氷 VII とプラスチック氷の間の
相転移は，低圧側で一次相転移，高圧側で二次相転移であり，これらの相境界を三重臨界点がつなぐと
いう結論を得た。 
 
 以上は，申請者が第一著者として学術論文３報に纏められ，また高圧の氷についての総説も執筆するなど，
学術的な成果は顕著であり，学位授与に十分相当すると判断できる。 
  
